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母
に
抱
か
れ
て
片
肌
を
脱
い
で
い
る
の
は
五
歳
の
男
の
子
で
あ
る
。

ま
だ
童
子
頭
で
両
側
に
ふ
さ
ふ
さ
と
し
た
髪
を
垂
ら
し
、
や
や
左
半
身

に
坐
っ
て
い
る
。
少
年
の
あ
ら
わ
に
な
っ
た
左
肩
は
、
半
身
の
た
め
、

正
面
に
突
き
出
し
た
形
に
な
り
、
そ
の
手
は
前
に
坐
っ
て
い
る
男
に
と

ら
え
ら
れ
て
い
る
。

（
’
一

冒
頭
の
一
節
は
渡
辺
淳
一
の
「
か
さ
ぶ
た
宗
建
」
の
書
き
出
し
で
あ

る
。
こ
の
物
語
は
佐
賀
藩
医
楢
林
宗
建
が
、
藩
主
鍋
島
直
正
公
よ
り

「
牛
痘
苗
の
取
寄
方
取
計
ら
う
べ
き
事
」
の
命
を
受
け
、
試
行
錯
誤
の

末
、
牛
痘
苗
の
痂
屑
を
バ
タ
ビ
ァ
（
現
ジ
ャ
カ
ル
タ
）
か
ら
取
り
寄
せ
、

我
が
子
建
三
郎
の
接
種
に
成
功
。
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
八
月
二
十

二
日
、
佐
賀
城
本
丸
奥
で
侍
医
大
石
良
英
に
よ
り
直
正
公
の
世
子
淳
一

郎
君
（
四
歳
後
の
第
十
一
代
藩
主
直
大
公
）
に
接
種
す
る
ま
で
の
苦

心
を
描
い
て
い
る
。

呉
秀
三
著
「
シ
ー
ボ
ル
ト
先
生
其
生
涯
及
功
業
」
第
七
十
章
「
門
人（２）

及
び
交
友
ｌ
門
下
と
し
て
直
接
教
を
受
け
し
人
々
」
に
よ
れ
ば
、
「
十

九
。
大
石
良
英
（
□
□
□
□
ｌ
慶
応
元
年
）
は
佐
嘉
藩
の
侍
医
な
り
。

長
崎
の
和
蘭
通
詞
本
木
昌
造
の
次
男
に
し
て
、
佐
嘉
藩
の
鍋
島
山
城
の

侍
医
た
る
大
石
家
の
養
子
と
な
れ
る
な
り
。
弱
冠
に
し
て
シ
ー
ポ
ル
ト

先
生
の
門
に
あ
り
。
」
と
記
載
さ
れ
、
末
尾
に
は
「
慶
応
元
年
月
病
み

て
没
す
、
享
年
五
十
許
。
墓
は
佐
嘉
の
願
正
寺
に
あ
り
。
」
と
記
載
さ

大
石
良
英
墓
所
・
顕
彰
碑
落
成
式

前
山
隆
太
郎

れ
て
い
る
。

本
木
昌
造
は
シ
ー
ボ
ル
ト
が
長
崎
に
鳴
滝
塾
を
開
い
た
文
政
七
年

（
一
八
二
四
）
六
月
九
日
生
ま
れ
で
あ
り
、
大
石
良
英
が
、
「
本
木
昌
造

の
次
男
に
し
て
」
は
年
齢
的
に
あ
り
得
ず
何
か
の
誤
記
で
あ
ろ
う
。

願
正
寺
は
佐
賀
市
呉
服
元
町
に
あ
り
、
慶
長
五
年
（
一
六
○
○
）
初

代
藩
主
鍋
島
勝
茂
公
に
よ
り
建
立
さ
れ
た
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
寺
院

で
あ
る
。
（
３
，
４
〕

大
庭
雪
斎
（
文
化
二
年
～
明
治
六
年
）
研
究
者
の
東
京
大
学
名
誉
教

授
古
田
東
朔
先
生
よ
り
、
二
十
数
年
前
、
義
兄
の
願
正
寺
前
住
職
熊
谷

勝
（
稗
廣
城
）
氏
に
「
大
石
良
英
の
お
墓
が
願
正
寺
に
あ
る
は
ず
だ
が
」

と
の
お
話
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
戦
後
間
も
な
い
頃
の
区
画
整
理
で
、
境

内
北
東
部
に
移
さ
れ
た
無
縁
仏
の
合
祀
墓
の
一
角
に
大
石
良
英
の
お
墓

が
発
見
さ
れ
た
。
前
住
職
の
お
話
で
は
墓
を
移
し
た
際
、
手
術
道
具
も

出
て
き
た
そ
う
で
あ
る
が
、
戦
後
間
も
な
い
頃
の
事
で
も
あ
り
、
今
は

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
の
事
で
あ
っ
た
。

平
成
十
七
年
四
月
「
大
石
良
英
墓
所
・
顕
彰
碑
設
立
発
起
人
会
」
が

有
志
の
手
で
よ
う
や
く
結
成
さ
れ
、
願
正
寺
門
徒
、
佐
賀
県
立
病
院
好

生
館
、
佐
賀
大
学
、
佐
賀
県
医
師
会
な
ど
に
浄
財
が
募
ら
れ
、
十
二
月

三
日
に
仏
式
法
要
で
の
建
碑
式
と
顕
彰
碑
の
除
幕
式
が
挙
行
さ
れ
た
。

新
た
に
本
堂
裏
に
移
さ
れ
た
大
石
良
英
の
墓
碑
に
は
屋
根
と
両
開
き

の
扉
が
付
い
て
お
り
、
基
石
に
は
「
大
石
」
、
両
扉
表
に
は
「
花
菱
紋
」

が
刻
ま
れ
て
い
る
。
扉
を
開
く
と
正
面
に
は
右
か
ら
「
儒
人
北
島
氏
」

「
大
石
良
英
君
」
「
同
ス
エ
」
と
刻
ま
れ
、
右
扉
に
は
右
か
ら
「
大

元
治
二
丑
二
月
廿
一
日
」
「
同
明
治
十
三
年
一
月
廿
二
日
」
、
左
扉
に
は
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「
嘉
永
五
壬
子
年
」
「
十
二
月
十
一
日
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
（
写
真
１
）

元
治
二
年
は
乙
丑
の
年
で
西
暦
で
は
一
八
六
五
年
で
あ
る
が
、
慶
応
と

改
元
さ
れ
た
の
は
四
月
七
日
で
あ
り
、
大
石
良
英
の
没
年
は
元
治
二
年

で
慶
応
元
年
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
儒
人
は
妻
の
敬
称
で
あ
る
が
、

ス
エ
さ
ん
は
嘉
永
五
年
に
亡
く
な
り
、
北
島
家
か
ら
迎
え
た
後
妻
の
方

は
明
治
十
三
年
に
亡
く
な
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
大
石
良

英
の
生
年
に
つ
い
て
は
、
明
治
以
前
の
過
去
帳
が
な
く
不
明
で
あ
る
が
、

－
１
－

古
田
東
朔
先
生
の
研
究
で
は
、
大
庭
雪
斎
よ
り
五
、
六
歳
年
少
で
あ

り
、
文
化
七
年
二
八
一
○
）
頃
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

顕
彰
碑
は
参
道
沿
い
に
設
置
さ
れ
、
幅
五
十
二
叩
高
さ
一
・
六

ｍ
。
「
種
痘
の
先
駆
者
大
石
良
英
墓
所
」
と
刻
ん
で
あ
る
。
（
写
真

２
）
埋
込
ま
れ
た
ブ
ロ
ン
ズ
の
レ
リ
ー
フ
は
、
日
展
審
査
員
の
佐
賀
大
学
成

冨
宏
名
誉
教
授
が
制
作
さ
れ
た
が
、
原
画
は
佐
賀
県
立
病
院
好
生
館
所

（
一
羽
）

蔵
の
陣
内
松
齢
筆
「
閑
盟
公
於
御
前
世
嗣
子
淳
一
郎
君
種
痘
の
図
」
で

あ
る
。
な
お
、
佐
賀
県
立
病
院
好
生
館
の
医
療
庭
園
に
は
、
平
成
八
年

号
的
）

の
好
生
館
百
周
年
記
念
に
作
成
さ
れ
た
成
冨
宏
教
授
の
「
種
痘
の
像
」

が
あ
る
。

大
庭
雪
斎
と
大
石
良
英
は
、
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
現
在
地
に
移

転
さ
れ
「
好
生
館
」
と
命
名
さ
れ
た
佐
賀
藩
医
学
校
で
教
導
方
を
勤
め

た
。

（
６
）

（
７
）

楢
林
宗
建
、
大
石
良
英
、
伊
東
玄
朴
ら
の
業
績
は
、
安
政
五
年
の
神

（
６
，
＄
）

田
お
玉
ガ
池
種
痘
所
へ
、
明
治
二
年
相
良
知
安
に
よ
る
大
学
東
校
へ
、

そ
し
て
明
治
十
年
東
京
大
学
医
学
部
へ
と
到
る
近
代
医
学
の
基
礎
を
な
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し
た
も
の
と
言
え
よ
う
（

（
１
）
渡
辺
淳
一
「
か
さ
ぶ
た
宗
建
」
『
長
崎
ロ
シ
ア
遊
女
館
」
講
談
社

昭
和
五
四
年
八
七
頁

（
２
）
呉
秀
三
『
シ
ー
ボ
ル
ト
先
生
其
生
涯
及
功
業
」
柳
原
書
店

昭
和
五
四
年
復
刻
版
七
一
五
～
七
一
七
頁

（
３
）
古
田
東
朔
「
幕
末
の
洋
学
者
、
佐
嘉
藩
蘭
学
寮
の
重
鎮
大
庭

雪
斎
（
上
）
」
「
葉
隠
研
究
』
第
五
三
号
平
成
十
六
年
五
五
頁

（
４
）
酒
井
シ
ヅ
「
佐
賀
藩
の
医
学
」
杉
本
勲
編
『
近
代
西
洋
文
明
と

の
出
会
い
」
思
文
閣
出
版
平
成
元
年
一
四
七
頁

（
５
）
佐
賀
県
立
病
院
好
生
館
『
好
生
館
百
周
年
記
念
誌
』
平
成
九
年

言
ｓ
釦
ミ
ミ
ミ
君
片
○
開
弄
四
畳
弓
、

（
６
）
吉
村
昭
「
伊
東
玄
朴
」
「
相
良
知
安
」
『
日
本
医
家
伝
』
講
談

社
昭
和
四
六
年
五
五
頁
一
九
九
頁

（
７
）
深
瀬
泰
日
二
天
然
痘
根
絶
史
近
代
医
学
勃
興
期
の
人
び
と
』

思
文
閣
出
版
平
成
十
四
年
五
二
頁

（
８
）
鍵
山
栄
「
相
良
知
安
』
日
本
古
医
学
資
料
セ
ン
タ
ー
昭
和

四
八
年
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